「AI搭載学習支援システム」に関する要件定義書
１．「AI搭載学習支援システム」の目的
文部科学省より研究開発学校として指定された大分市立西の台小学校において、児童と教員が一人１台端末で活用できる「AI搭載学習支援システム」の調達を検討しています。大分市では研究開発の取組として、児童一人ひとりが個人探究を進めていく教科開発を行っています。そのなかで、教師は児童一人ひとりの学習状況を把握し、状況に応じて適切な支援を行うことが必要になってきます。しかし、教師の力のみでは個人探究を進める児童一人ひとりの学習状況を把握することが難しいと想定されます。このような研究開発をサポートできる「AI搭載学習支援システム」の導入を検討しています。
特に重点を置いている内容については以下のとおりです。
　１.１　AIによる児童へのリアルフィードバック
　　　・児童が電子上で作成したものや振り返りに対して、AIがサポートやフィードバックを行うことで、児童の学びの質を高めたり、児童の学習状況に応じて、AIがサポートしたり学びを深堀したりすることができるもの。
・プロンプトを組み込むことができ、教師の意図が反映されるもの。
　　　・児童や教師が学習状況の困りごとをAIに相談できるもの。

１.２　協働的な学びを充実する機能
　　　・児童の協働的な学びを充実するため、大人数でも１つのシートで共同作業や共同編集、他者との交流、他者参照などができ、教師が模造紙やペンなどを準備することなく、AIを搭載したシステムによって授業支援ができるもの。
・教師も児童の学習状況を把握することができるもの。
・低学年でも使いやすいもの。
１.３　多様な校務を支援する機能
　　　・教師の多様な校務を効率化するために、児童の振り返りや学習履歴からAIが所見や学級通信を作成したり、児童自身や交友関係を分析したり、教師が必要な情報を児童の学習履歴から取り出せたりするもの。
　　　・学級経営の充実や不登校対策のため、児童の心の状況を把握でき、AIが一人ひとりの小さな変化を教師に知らせたり、AIに対して児童が相談できたりできるもの。
1. ４　授業分析について
・児童の振り返りや学習状況からAIが授業を分析し、教員の授業改善に役立てることができるもの。
・児童の考えの傾向や困り等を抽出し、教員にお知らせする機能。
２．様式を記入する際の注意点
　　　 様式を記入するにあたり、以下の点について考慮して頂くようお願いします。
· 「様式２　スケジュール及び配慮すべき事項」では、選定、契約、導入協議、テスト、研修、稼働までの一連のスケジュールを記載してください。

· 「様式３　システム構成」では、オンプレミス型（庁舎内にサーバを置く方法）、クラウド型等、制約を設けておりませんので、貴社が最善と考える方法での提案をお願いいたします（複数方式での提案も可）。なお、クラウドサービスを利用する場合は、LGWANメールの取扱い、データ保護についての記載もお願いいたします。また、標準装備、オプション、カスタマイズの区別がわかるよう記述してください。システム構築の際に必要となるライセンスの考え方と、ハードウェアやOS等の更新時のライセンス対応等についても、具体的な例を挙げて情報提供をお願いします。
· 「様式４　経費概算見積」ではハードウェア、ソフトウェア等を含め、システム導入経費、運用費用、前提条件まで全て提供をお願いします。提案するシステムの機能等でオプション、カスタマイズに係る部分はその関連費用も個別で分かるよう記述してください。
· 「様式５　導入事例」では、地方自治体を対象とし、導入団体名、人口、稼働時期、費用区分、導入経費等の各項目について、可能な限り情報提供をお願いします。
３．前提条件
　　　 本システム構築における前提条件は以下のとおりです。

	クライアント（iPad）
	iPad（約９５０台）


	利用アカウント数
	約９５０アカウント

	児童数
	約８８０人

	職員数
	約　７０人

	初期データセットアップ
	別途当市にてデータを提供しますので、初期データのセットアップは構築対象とします。

	導入時操作研修
	システム運用管理者向け　約　１５人
児童向け　　　　　　　　約８８０人
教職員向け　　　　　　　約　７０人
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